
優秀プロジェクトマネージャー賞ルーブリック

No. 評価項目 評価項目の指標
低　級

0ポイント
初　級

1ポイント
発　展

2ポイント
達　成

3ポイント
超　域

4ポイント

1 仕様策定
• チーム目標を実現するために必要な、ロボットの仕様を策定で
きていること

• チームのリソースを考慮した仕様が策定できていること

• 仕様を策定していない、策定し
ているか分からない

• ロボットの仕様を策定している
が、チーム目標の実現にそぐ
わない。

• 目標を実現するために必要な
ロボットの仕様を策定できてい
る

• 目標を実現するために必要な
ロボットの仕様を策定できてい
る

• リソースを考慮した仕様が策定
できている

（審査員の自由記述）

2 計画とタスク
• 策定した仕様に基づき、製作するための計画を立て、タスクに
分割できていること

• タスクをメンバーに適材適所で割り当てることができていること

• 計画を立てていない、立ててい
るか分からない

• 計画を立てることができている
• 計画を立て、タスクに分割でき
ている

• 計画を立て、タスクに分割でき
ている

• タスクをメンバーに適材適所で
割り当てることができている

（審査員の自由記述）

3
タスクの
進捗把握

• メンバーとコミュニケーションを取り、タスクの進捗状況を把握
し、その仕上がりを活動に反映できていること

• タスクの進捗状況を把握できて
いない、できているか分からな
い

• タスクの進捗状況を把握する
活動を行っている

• 進捗状況の見える化を実施す
るなどして現状の分析に取り組
んでいる

• 最後まで計画どおりに活動でき
た根拠が示されおり出来上
がったロボットが最初に定めた
仕様を満たしている。

• または計画通りに進んでいな
い場合に仕様の見直しや計画
を修正することで最終的に定め
た仕様を満たしている。

（審査員の自由記述）

4
リソースの
状況把握

• チーム内リソースの状況を把握し、チーム全体に共有できてい
ること

• チーム内リソースの状況を把握
できていない、できているか分
からない

• チーム内の限られた部分のリ
ソースの状況を把握している

• チーム内の限られた部分のリ
ソースの状況を把握しており、
チーム内に共有できている

• チーム内全てのリソースの状
況を把握しており、チーム内に
共有できている

（審査員の自由記述）

5 計画の修正
• タスクの進捗度や仕上がりの状況に応じて、計画の修正ができ
ていること

• 状況に応じて計画を修正できて
いない、できているか分からな
い

• 修正が必要な場面で曖昧な計
画に修正している

• 修正が必要な場面で明確な計
画に修正できている

• 修正が必要な場面で明確な計
画に修正できており、着実に実
行できている

（審査員の自由記述）

6 改善活動 • 適切なタイミングで計画と成果を見直し、改善できていること
• 計画と成果を見直していない、
見直しているか分からない

• 適切なタイミングで計画と成果
を見直している

• 計画と成果を見直し、改善案を
挙げることができる

• 計画と成果を見直し、改善案を
実行できている

（審査員の自由記述）

7
リソースの

拡充
• チームの方針に基づき、チームリソースを拡充するための計画
を立て、実行できていること

• 計画を立てていない、立ててい
るか分からない

• 計画を立てることができている
• 計画を立て、それを実行できて
いる

• 計画を立て、それを実行し、成
果を上げている

（審査員の自由記述）

8
提出資料の
構成力

• 提出された資料の内容が論理的に構成されていること
• 本文が散発的で、構成が不明
瞭

• セクション構成があるが論理展
開が弱い

• 課題・工夫・成果を明確かつ論
理的に展開している

• 本文が論理的に展開されたう
えで、用語や情報の説明が第
三者から見てわかりやすいレ
ベルで整理されている

（審査員の自由記述）

9
視覚資料の有

効性
• 写真や図表が本文と連携できていること

• 写真・図表の視覚的補助がな
い、もしくは写真・図表があるが
本文の理解の助けになってい
ない

• 本文の理解を助ける写真・図
表が不足しており、理解しづら
い本文が多数ある

• 写真・図表が本文の理解を助
けているが、写真・図表が不足
している本文が一部ある

• 図表番号を用いて本文と連携
できている

• 本文の理解を助ける写真・図
表が、あるべき場所すべてに配
置されている

• 図表番号を用いて本文と連携
できている

（審査員の自由記述）
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